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(57)【要約】
【課題】体内への挿入中に全体を徒に動かすことなく、
前方観察と後方観察とに容易に切り換えることができる
使い勝手に優れた内視鏡を提供する。
【解決手段】内視鏡１は、挿入部１０は、ケーブル部３
０に連なり直線状に延びて先端側に対物レンズ１１ａを
設けたシャフト本体１１と、シャフト本体１１の先端側
に設けた観察方向変更部２０とを備え、透明材質により
形成された観察方向変更部２０の内部に反射鏡２０ａが
回転可能に取り付けられ、反射鏡２０ａの回転中の姿勢
には、その鏡面がシャフト本体１１の軸方向と直交する
方向を向く後方観察基準姿勢を含み、反射鏡２０ａは、
反射鏡回転手段によって回転させ、反射鏡２０ａを介さ
ない前方観察、ならびに反射鏡２０ａを介しての後方観
察および側方観察を選択可能にした。
【選択図】図１
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【特許請求の範囲】
【請求項１】
　体内に挿入する細長い挿入部に光学系を内蔵し、該挿入部に連なるケーブル部を介して
体内の画像を体外に伝送する内視鏡において、
　前記挿入部は、前記ケーブル部に連なり直線状に延びて先端側に対物レンズを設けたシ
ャフト本体と、該シャフト本体の先端側に設けた観察方向変更部とを備え、
　前記観察方向変更部は、透明材質により形成され、内部に回転可能に取り付けられた反
射鏡を有し、
　前記反射鏡は、回転中の姿勢にその鏡面が前記シャフト本体の軸方向と直交する方向を
向く後方観察基準姿勢を含むように取り付けられており、
　前記反射鏡を回転させる反射鏡回転手段を設け、
　前記反射鏡が前記後方観察基準姿勢から回転した、前記反射鏡を介さない前方観察、な
らびに前記反射鏡を介しての後方観察および側方観察を選択可能にしたことを特徴とする
内視鏡。
【請求項２】
　前記反射鏡は、軸方向に対して、平面、凹状曲面、凸状曲面の何れかの形状の鏡面を有
するものであることを特徴とする請求項１に記載の内視鏡。
【請求項３】
　前記反射鏡は、両面が鏡面である両面反射鏡であることを特徴とする請求項１に記載の
内視鏡。
【請求項４】
　前記反射鏡は、軸方向に対して、一方の面が平面、凹状曲面、凸状曲面の何れかの形状
の鏡面であり、他方の面が平面、凹状曲面、凸状曲面の何れかの形状の鏡面であることを
特徴とする請求項３に記載の内視鏡。
【請求項５】
　前記反射鏡回転手段は、前記シャフト本体の軸方向に沿って延ばした挿通管路を有し、
該挿通管路に往復動可能に挿通した反射鏡押し棒によって前記反射鏡を押すことで前記反
射鏡を回転させるものであることを特徴とする請求項１，２，３または４に記載の内視鏡
。
【請求項６】
　前記反射鏡回転手段は、前記シャフト本体の軸方向に沿って延ばした挿通管路を有し、
該挿通管路に挿通した反射鏡操作ワイヤーの先端を前記反射鏡側または前記反射鏡が取り
付けられた回転軸に取り付け、前記反射鏡操作ワイヤーによって前記反射鏡を引くことで
前記反射鏡を回転させるものであることを特徴とする請求項１，２，３または４に記載の
内視鏡。
【請求項７】
　前記反射鏡回転手段は、前記シャフト本体の軸方向に沿って延ばした給気管路を有し、
該給気管路から前記反射鏡に向けて空気を送ることで前記反射鏡を回転させるものである
ことを特徴とする請求項１，２または３に記載の内視鏡。
【請求項８】
　前記請求項７に記載の内視鏡の前記対物レンズを介して取り込んだ画像を表示する表示
装置を備え、
　前記表示装置は、前記反射鏡を連続回転させながら取り込んだ画像を記憶する記憶部と
、取り込んだ画像を表示する表示部と、前記記憶部に記憶した画像データを静止画または
動画として前記表示部に再生表示処理する画像処理部とを有し、
　前記画像処理部は、前記前方観察および後方観察によって連続して取り込んだ画像に基
づいて前方観察による動画および後方観察による動画を同時に前記表示部に再生すること
ができることを特徴とする内視鏡装置。
【請求項９】
　前記内視鏡は、前方観察のために点灯可能な前方観察用光源と、後方観察のために点灯
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可能な後方観察用光源と、を備えたものであり、
　前記前方観察による画像の取り込みに同期して前記前方観察用光源の光度を上げ、前記
後方観察による画像の取り込みに同期して前記後方観察用光源の光度を上げることを特徴
とする請求項８に記載の内視鏡装置。
【請求項１０】
　前記内視鏡は、前方観察のために点灯可能な前方観察用光源と、後方観察のために点灯
可能な後方観察用光源と、を備えたものであり、
　前記画像処理部は、前記前方観察用光源からの照射光が前記反射鏡の回転によってけら
れて前方観察の対象に届く照射光が減じる度合いおよび前記反射鏡の回転によって反射し
て後方観察の対象に届く照射光が増加する度合いそれぞれを予め計測して計測値を求めて
おき、
　前記反射鏡を回転させたときに、前記計測値を加味して算出した所定の明るさで前方観
察および後方観察できるように観察対象の明るさを調整することを特徴とする請求項８に
記載の内視鏡装置。

【発明の詳細な説明】
【技術分野】
【０００１】
　本発明は、体内に挿入する細長い挿入部に光学系を内蔵し、該挿入部に連なるケーブル
部を介して体内の画像を体外に伝送する内視鏡および該内視鏡を備えた内視鏡装置に関し
、特に、光ファイバーバンドル、またはＣＣＤやＣＭＯＳ等の電子撮像素子で画像を得る
内視鏡および該内視鏡を備えた内視鏡装置に関する。
【背景技術】
【０００２】
　従来、この種の内視鏡の撮像部分は、ファイバースコープにおいては対物レンズと、対
物レンズで結像された像を伝送するファイバーバンドルで構成され、電子スコープでは対
物レンズと、対物レンズで結像された像を電気信号に変換する１個のＣＣＤ素子とＣＣＤ
を駆動する電源線および映像の信号を伝える信号線で構成され、全体が硬く曲がらない硬
性鏡においては一般に、対物レンズと、対物レンズで結像された像を伝送する複数のリレ
ーレンズで構成される。
【０００３】
　また、挿入部は、軸方向の適度に坐屈荷重に耐えられる強度と太さを持つ、細長い形状
に構成されていた。かかる内視鏡の先端側における視野は、前方視か、さらに反射鏡等を
付加することによる側視に限られており、視野を変えるには前後運動の他に、先端を屈曲
させる機構を用いるか、硬性鏡のシャフト自体を傾ける必要があった。そのため、挿入す
る際にその進行方向や屈曲に制限がある場合には、観察範囲に盲点が生じ易いという問題
点があった。
【０００４】
　このような問題点を解決し得る従来の技術として、例えば、特許文献１に開示されてい
るように、形状記憶材料を平板状に形成したカンチレバーと反射表面とを備え、カンチレ
バーを加熱するための加熱手段を更に有し、カンチレバーをヒータで加熱して反射表面の
角度を切り換えることにより、挿入方向の前方のみならず側方も観察できるようにした内
視鏡が既に知られている。
【０００５】
　さらに、特許文献２に開示されているように、凸型回転体ミラーの後方に光照射部を設
けて撮像装置の側方を照射し、側方映像を撮像することができると共に、凸型回転体ミラ
ーの前方に光照射部を設けて撮像装置の前方を照射し、凸型回転体ミラーの頂点部にその
回転軸を含むように設けた孔から前方映像を撮像することができる撮像装置も既に知られ
ている。
【先行技術文献】
【特許文献】
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【０００６】
【特許文献１】特開平１１－３３７８４３号公報
【特許文献２】特開２００２－２３３４９４号公報
【発明の概要】
【発明が解決しようとする課題】
【０００７】
　しかしながら、前述した特許文献１に記載された従来の技術では、反射表面の角度を切
り換える手段としてカンチレバーやヒータ等が必要となり、部品点数が多くなってコスト
が嵩むという問題点があった。また、観察できる視野は、前方の他には側方（軸から９０
度側方）に限られるため、体内への挿入中に徒に動かすことなく、先端側の観察から反対
側の後方の観察を再び行うような使い方は困難であるという問題点があった。
【０００８】
　また、前述した特許文献２に記載された従来の技術では、撮像装置の周囲最大３６０°
の広視野を一度に観察可能となり、カメラ進行方向の周辺部の視野をカバーすることがで
きるが、このことが逆に観察範囲が広範囲になって絞りきれず、観察漏れが生じ易いとい
う問題点があった。また、カメラ進行方向の周辺部に関しては広い範囲でカバーできるが
、特許文献１に記載された従来の技術と同様に進行方向と反対側の後方は、徒に動かすこ
となく再び観察するような使い方は困難であるという問題点があった。
【０００９】
　また、何れの従来の技術も先端側である前方と、先端側とは反対側の後方とを同時に観
察するような使い方はできないという問題点があった。
【００１０】
　本発明は、このような従来の技術が有する問題点に着目してなされたもので、体内への
挿入中に全体を徒に動かすことなく、前方観察と後方観察とに容易に切り換えることがで
きる使い勝手に優れた内視鏡および前方観察による動画と後方観察による動画とを同時に
再生することができる内視鏡装置を提供することを目的とする。
【課題を解決するための手段】
【００１１】
　かかる目的を達成するための本発明の要旨とするところは、次の各項の発明に存する。
［１］　体内に挿入する細長い挿入部（１０）に光学系を内蔵し、該挿入部（１０）に連
なるケーブル部（３０）を介して体内の画像を体外に伝送する内視鏡（１）において、
　前記挿入部（１０）は、前記ケーブル部（３０）に連なり直線状に延びて先端側に対物
レンズ（１１ａ）を設けたシャフト本体（１１）と、該シャフト本体（１１）の先端側に
設けた観察方向変更部（２０）とを備え、
　前記観察方向変更部（２０）は、透明材質により形成され、内部に回転可能に取り付け
られた反射鏡（２０ａ）を有し、
　前記反射鏡（２０ａ）は、回転中の姿勢にその鏡面が前記シャフト本体（１１）の軸方
向と直交する方向を向く後方観察基準姿勢を含むように取り付けられており、
　前記反射鏡（２０ａ）を回転させる反射鏡回転手段を設け、
　前記反射鏡（２０ａ）が前記後方観察基準姿勢から回転した、前記反射鏡（２０ａ）を
介さない前方観察、ならびに前記反射鏡（２０ａ）を介しての後方観察および側方観察を
選択可能にしたことを特徴とする内視鏡（１）。
【００１２】
［２］　前記反射鏡（２０ａ）は、軸方向に対して、平面、凹状曲面、凸状曲面の何れか
の形状の鏡面を有するものであることを特徴とする［１］に記載の内視鏡（１）。
【００１３】
［３］　前記反射鏡（２０ａ）は、両面が鏡面である両面反射鏡であることを特徴とする
［１］に記載の内視鏡（１）。
【００１４】
［４］　前記反射鏡（２０ａ）は、軸方向に対して、一方の面が平面、凹状曲面、凸状曲
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面の何れかの形状の鏡面であり、他方の面が平面、凹状曲面、凸状曲面の何れかの形状の
鏡面であることを特徴とする［３］に記載の内視鏡（１）。
【００１５】
［５］　前記反射鏡回転手段は、前記シャフト本体（１１）の軸方向に沿って延ばした挿
通管路を有し、該挿通管路に往復動可能に挿通した反射鏡押し棒によって前記反射鏡（２
０ａ）を押すことで前記反射鏡（２０ａ）を回転させるものであることを特徴とする［１
］，［２］，［３］または［４］に記載の内視鏡（１）。
【００１６】
［６］　前記反射鏡回転手段は、前記シャフト本体（１１）の軸方向に沿って延ばした挿
通管路を有し、該挿通管路に挿通した反射鏡操作ワイヤーの先端を前記反射鏡（２０ａ）
側または前記反射鏡が取り付けられている回転軸（２０ｂ）に取り付け、前記反射鏡操作
ワイヤーによって前記反射鏡（２０ａ）を引くことで前記反射鏡（２０ａ）を回転させる
ものであることを特徴とする［１］，［２］，［３］または［４］に記載の内視鏡（１）
。
【００１７】
［７］　前記反射鏡回転手段は、前記シャフト本体（１１）の軸方向に沿って延ばした給
気管路（１１ｂ）を有し、該給気管路（１１ｂ）から前記反射鏡（２０ａ）に向けて空気
を送ることで前記反射鏡（２０ａ）を回転させるものであることを特徴とする［１］，［
２］または［３］に記載の内視鏡（１）。
【００１８】
［８］　［７］に記載の内視鏡（１）の前記対物レンズ（１１ａ）を介して取り込んだ画
像を表示する表示装置（１００）を備え、
　前記表示装置（１００）は、前記反射鏡（２０ａ）を連続回転させながら取り込んだ画
像を記憶する記憶部（１１０）と、取り込んだ画像を表示する表示部（１２０）と、前記
記憶部（１１０）に記憶した画像データを静止画または動画として前記表示部（１２０）
に再生表示処理する画像処理部（１３０）とを有し、
　前記画像処理部（１３０）は、前記前方観察および後方観察によって連続して取り込ん
だ画像に基づいて前方観察による動画および後方観察による動画を同時に前記表示部（１
２０）に再生することができることを特徴とする内視鏡装置（Ａ）。
【００１９】
［９］　前記内視鏡（１）は、前方観察のために点灯可能な前方観察用光源（１１ｃ）と
、後方観察のために点灯可能な後方観察用光源（３０ｃ）と、を備えたものであり、
　前記前方観察による画像の取り込みに同期して前記前方観察用光源（１１ｃ）の光度を
上げ、前記後方観察による画像の取り込みに同期して前記後方観察用光源（３０ｃ）の光
度を上げることを特徴とする［８］に記載の内視鏡装置（Ａ）。
【００２０】
［１０］　前記内視鏡（１）は、前方観察のために点灯可能な前方観察用光源（１１ｃ）
と、後方観察のために点灯可能な後方観察用光源（３０ｃ）と、を備えたものであり、
　前記画像処理部（１３０）は、前記前方観察用光源（１１ｃ）からの照射光が前記反射
鏡（２０ａ）の回転によってけられて前方観察の対象に届く照射光が減じる度合いおよび
前記反射鏡（２０ａ）の回転によって反射して後方観察の対象に届く照射光が増加する度
合いそれぞれを予め計測して計測値を求めておき、
　前記反射鏡（２０ａ）を回転させたときに、前記計測値を加味して算出した所定の明る
さで前方観察および後方観察できるように観察対象の明るさを調整することを特徴とする
［８］に記載の内視鏡装置（Ａ）。
【００２１】
　前記本発明は次のように作用する。　
　前記［１］に記載した内視鏡（１）は、体内に挿入する細長い挿入部（１０）のシャフ
ト本体（１１）の先端側に透明材質により形成された観察方向変更部（２０）を備えてな
り、観察方向変更部（２０）内に回転可能に取り付けた反射鏡（２０ａ）を回転させるこ
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とにより、シャフト本体（１１）の先端に設けた対物レンズ（１１ａ）を通して体内に挿
入した内視鏡（１）の先端側の前方と後方および上下左右などの側方を観察することがで
きる。
【００２２】
　反射鏡（２０ａ）は、回転中の姿勢にその鏡面がシャフト本体（１１）の軸方向と直交
する方向を向く後方観察基準姿勢を含むように取り付けられており、その姿勢変化すなわ
ち回転は、反射鏡回転手段により、シャフト本体（１１）の先端から観察方向変更部（２
０）の先端へ向けて反射鏡（２０ａ）を押す、または引くことによって成される。
【００２３】
　この反射鏡（２０ａ）は、例えば前記［２］に記載したように、軸方向に対して、平面
、凹状曲面、凸状曲面の何れかの形状の鏡面を採用すると良い。ここで、凹状曲面である
場合は、局所を高い拡大率で観察することが可能となる。また、凸状曲面である場合は、
後方等をその周囲も含めてより広範囲に観察することができる。
【００２４】
　また、反射鏡（２０ａ）は、［３］に記載したように両面が鏡面である両面反射鏡であ
ってもよい。両面鏡にすることにより、後方観察基準姿勢から９０度回転させて前方を観
察した後に再度後方を観察する場合に、反射鏡（２０ａ）を同方向に２７０度回転させる
必要はなく、９０度の回転だけで後方を観察することができる。
【００２５】
　この両面鏡の反射鏡（２０ａ）は、軸方向に対して、一方の面が平面、凹状曲面、凸状
曲面の何れかの形状の鏡面であり、他方の面が平面、凹状曲面、凸状曲面の何れかの形状
の鏡面とすることにより、さまざまな観察ができる。例えば、一方の面を凹状曲面とし、
他方の面を凸状曲面とすることにより、局所を高い拡大率で観察したり、広範囲に観察し
たりすることができる。
【００２６】
　反射鏡（２０ａ）を回転させる反射鏡回転手段は、前記［５］に記載したようにシャフ
ト本体（１１）の軸方向に沿って挿通管路を延設し、この挿通管路に往復動可能に挿通し
た反射鏡押し棒によって反射鏡（２０ａ）を押すようにしても良いし、前記［６］に記載
したように先端を反射鏡（２０ａ）側または反射鏡（２０ａ）が取り付けられている回転
軸（２０ｂ）に取り付けて挿通管路に挿通した柔軟な反射操作ワイヤーを引くようにして
も良いし、また前記［７］に記載したようにシャフト本体（１１）の軸方向に沿って延び
る給気管路（１１ｂ）を設け、この給気管路（１１ｂ）から反射鏡（２０ａ）に向けて空
気を送ることで反射鏡（２０ａ）を回転させるようにしても良い。このように、空気を送
ることで反射鏡（２０ａ）を回転させるものにあっては、空気を連続的に送ることによっ
て反射鏡（２０ａ）を連続的に回転させることができる。これにより、内視鏡（１）の先
端の前方と後方さらには側方を交互に観察しながら確実かつ正確に施術をすることができ
る。なお、反射鏡を連続回転させない場合は、反射鏡の位置を安定させるためのストッパ
ーを設けてもよい。
【００２７】
　また、空気を当てて反射鏡（２０ａ）を回転させるものの場合には、前記［８］に記載
した内視鏡装置（Ａ）のように内視鏡（１）を表示装置（１００）に接続しておくことに
より、内視鏡（１）の対物レンズ（１１ａ）を介して取り込んだ画像を前方観察による動
画および後方観察による動画としてそれらを同時に再生することが容易にできる。
【００２８】
　表示装置（１００）は、コンピュータを備えるものであり、少なくとも、反射鏡（２０
ａ）を連続回転させながら取り込んだ画像を記憶する記憶部（１１０）と、取り込んだ画
像を表示する表示部（１２０）と、記憶部（１１０）に記憶した画像データを静止画また
は動画として前記表示部（１２０）に再生表示処理する画像処理部（１３０）とを有して
いれば良い。
【００２９】



(7) JP 2011-160998 A 2011.8.25

10

20

30

40

50

　画像処理部（１３０）は、反射鏡（２０ａ）を連続回転させながら前方観察および後方
観察によって連続して取り込んだ画像に基づいて前記画像処理部（１３０）が前方観察に
よる動画および後方観察による動画を同時に表示部（１２０）に再生する。すなわち、表
示部（１２０）の画面を２つあるいは２以上の表示領域に分割して一つの表示領域に前方
観察による動画を表示し、別の表示領域に後方観察による動画を表示する。これにより、
前方および後方を同時に観察することができるので、確実、正確かつ容易に施術を行うこ
とができる。
【００３０】
　内視鏡（１）は、［９］に記載したように前方観察のために点灯可能な前方観察用光源
（１１ｃ）と、後方観察のために点灯可能な後方観察用光源（３０ｃ）と、を備えたもの
とし、前方観察による画像の取り込みに同期して前方観察用光源（１１ｃ）の光度を上げ
、後方観察による画像の取り込みに同期して後方観察用光源（３０ｃ）の光度を上げるよ
うにすることで、表示装置（１００）に表示させる画像を明るくして明瞭にすることがで
きる。
【００３１】
　内視鏡（１）は、［１０］に記載したように前方観察のために点灯可能な前方観察用光
源（１１ｃ）と、後方観察のために点灯可能な後方観察用光源（３０ｃ）と、を備えたも
のとし、前方観察および後方観察の対象に向けられる照射光への反射鏡（２０ａ）の回転
による影響を予め計測しておき、反射鏡（２０ａ）を回転させたときにその影響を考慮に
入れて所定の明るさで前方観察および後方観察できるように観察対象の明るさを調整する
ことにより、表示装置（１００）に表示させる観察対象の画像を最適な明るさで、かつ明
るさに揺らぎのないものとすることができる。
【発明の効果】
【００３２】
　本発明に係る内視鏡によれば、シャフト本体の先端側に設けた観察方向変更部の内部に
回転可能に取り付けられている反射鏡を回転させることにより、前方観察、後方観察およ
び側方観察に容易に切り換えられるから、体内への挿入中に全体を徒に動かすことなく、
前方観察、後方観察および側方観察を行うことが可能となり、施術における使い勝手を良
くすることができる。
【００３３】
　また、本発明に係る内視鏡装置によれば、シャフト本体の先端側に設けた観察方向変更
部の内部に回転可能に取り付けられている反射鏡を連続回転させながら連続して画像を取
り込むことにより、取り込んだ画像に基づいて前方観察による動画および後方観察による
動画を同時に再生して表示することができるので、施術における使い勝手を良くすること
ができるとともに、施術の安全性および正確性を高めることができる。
【図面の簡単な説明】
【００３４】
【図１】本発明の一実施の形態に係る内視鏡の先端部を説明する説明図である。
【図２】図１の内視鏡を備えた内視鏡装置を示す概略図である。
【図３】前方観察時における反射鏡の姿勢を内視鏡の先端部の正面から見た正面図である
。
【図４】後方観察時において後方観察基準姿勢にある反射鏡を内視鏡の先端部の正面から
見た正面図である。
【発明を実施するための形態】
【００３５】
　以下、図面に基づき本発明の好適な一実施の形態を説明する。　
　図１から図４は、本発明の実施の形態を示している。　
　図１は、本実施の形態に係る内視鏡の先端部を説明する説明図であり、図２は、図１の
内視鏡を備えた内視鏡装置を示す概略図であり、図３および図４は、図１における反射鏡
の姿勢を内視鏡の先端部の正面から見た正面図である。
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【００３６】
　内視鏡１は、体内に挿入する細長い挿入部１０に光学系を内蔵し、該挿入部１０に連な
るケーブル部３０を介して体内の画像を体外に伝送する装置である。挿入部１０は、光フ
ァイバーの束よりなるケーブル部３０に連なり直線状に延びて先端側に対物レンズ１１ａ
を設けたシャフト本体１１と、このシャフト本体１１の先端側に設けた観察方向変更部２
０とを備えて成る。対物レンズ１１ａの近傍には、前方観察のために点灯可能な前方観察
用光源１１ｃが設けられている。また、シャフト本体１１には、対物レンズ１１ａよりも
後方に後方観察用光源３０ｃが設けられている。この後方観察用光源３０ｃは、ケーブル
部３０の外周に、複数のチップＬＥＤを全周方向に並べて配置して構成される。
【００３７】
　ケーブル部３０は、柔軟に屈曲可能な可撓性を有しているが、該ケーブル部３０の先端
側が連なるシャフト本体１１は、直線状に延びて容易に屈曲しない剛性を有している。シ
ャフト本体１１は、例えばケーブル部３０の先端側を所定長さに亘りステンレスあるいは
合成樹脂等の細管で被覆して構成すると良い。シャフト本体１１の先端側には、可視光が
透過する光透過性材料から成る対物レンズ１１ａが設けられている。
【００３８】
　内視鏡１は、そのケーブル部３０の基端側をコンピュータとモニターとから成る表示装
置１００に接続することによって内視鏡装置Ａが構成される。なお、表示装置１００の代
わりに光ファイバーにより伝送された画像を拡大した状態で直接に目視可能な観察レンズ
を接続した構成にしても良い。なお、ケーブル部３０の全長は任意に設定すれば良いが、
シャフト本体１１の全長は、例えば１５０ｍｍ、外径は２．１ｍｍ程度に設定すると良い
。
【００３９】
　シャフト本体１１およびケーブル部３０は、内外からの光の透過を防止するために被覆
されている。被覆している部材の材質としては、例えばシリコーンゴムや軟質ポリ塩化ビ
ニル等の医療機器として使用される透明樹脂が適している。
【００４０】
　対物レンズ１１ａの前方にはシャフト本体１１の先端側に設けた観察方向変更部２０が
配置されており、対物レンズ１１ａによる観察は、観察方向変更部２０を通して行うこと
になる。このため、観察方向変更部２０は、透明材質により形成されている。
【００４１】
　この観察方向変更部２０は、先端側が閉じた筒状のものであり、内部には、反射鏡２０
ａが回転軸２０ｂに回転可能に取り付けられている。回転軸２０ｂは、観察方向変更部２
０の横断面の直径方向上で相対するように一対が観察方向変更部２０の周面に設けられた
ものである。この一対の回転軸２０ｂは、それぞれ観察方向変更部２０の周面に設けられ
た不図示の軸受に支持されており、観察方向変更部２０内の端部に反射鏡２０ａの周縁が
固定されている。
【００４２】
　なお、回転軸は、前記の形態のものの他に、１本の回転軸を観察方向変更部２０の横断
面の直径方向上を延び、その両端を観察方向変更部２０の周面に設けた軸受に支持させた
ものでも良い。このような回転軸に反射鏡２０ａを取り付ける場合の一例として、反射鏡
２０ａの周側面から内部を直径方向に横断して反対側の周側面まで貫通する回転軸挿通孔
を形成し、該回転軸挿通孔に挿通した回転軸に反射鏡２０ａを固定すればよい。また、反
射鏡２０ａの周側面から直径方向に横断して反対側の周側面まで通じる回転軸取付溝を形
成し、該回転軸取付溝に回転軸を嵌めて、回転軸取付溝と回転軸の隙間を埋めて固定する
とともに反射面を滑らかにして鏡面処理したものでもよい。
【００４３】
　このように反射鏡２０ａは回転するものであるので、反射鏡２０ａの姿勢を変えること
によって前方観察、後方観察および側方観察のいずれもが可能である。反射鏡２０ａは、
平面、凹状曲面および凸状曲面の何れかの形状の鏡面を有するものである。ここで、反射
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鏡２０ａが凹状曲面である場合は、局所を高い拡大率で観察することが可能となる。また
、反射鏡２０ａが凸状曲面である場合は、後方をその周囲も含めてより広範囲に観察する
ことができる。なお、鏡面自体は、鏡面効果を有する金属を蒸着またはメッキして形成し
たり、ミラー材としての金属をそのまま所定の表面形状に形成したりしても良い。
【００４４】
　反射鏡２０ａは、回転中の姿勢に反射鏡２０ａの鏡面がシャフト本体１１の軸方向と直
交する方向を向く後方観察基準姿勢を含むように取り付けられている。後方観察基準姿勢
にある反射鏡２０ａは、平面鏡であれば、その中心点から垂直に延びる方向がシャフト本
体１１の軸方向と一致している。また、凹状曲面または凸状曲面であれば、後方観察基準
姿勢にある反射鏡２０ａは、その光軸の方向がシャフト本体１１の軸方向と一致している
。
【００４５】
　なお、反射鏡２０ａは、両面が鏡面である両面反射鏡であってもよい。この場合、反射
鏡２０ａは、軸方向に対して、一方の面が平面、凹状曲面および凸状曲面の何れかの形状
の鏡面であり、他方の面が平面、凹状曲面および凸状曲面の何れかの形状の鏡面とするこ
とができる。反射鏡２０ａを両面鏡とすることにより、反射鏡２０ａを９０度回転させる
ごとに前方観察と後方観察とを交互に繰り返すことができる。
【００４６】
　このような反射鏡２０ａを回転させる手段として、例えば反射鏡２０ａに空気を当てれ
ば良い。観察方向変更部２０内に空気を送り込んで反射鏡２０ａに空気を当てるための給
気管路１１ｂがシャフト本体１１内をシャフト本体１１の軸方向に沿って延びるように形
成されている。給気管路１１ｂは、観察方向変更部２０内を臨んで開口した先端から空気
を吐出することができる。給気管路１１ｂは、ケーブル部３０内を延びて後端部が不図示
の空気供給源に接続されている。給気をするか否かや給気量の調節は、従来の一般的な内
視鏡の備える操作部に設けた給気調節手段によって行う。この調整手段は、空気の流路を
開閉するように設けた弁から成る。
【００４７】
　観察方向変更部２０内に送り込まれて反射鏡２０ａを回転させた空気を観察方向変更部
２０の外部に放出するための放出口２１が反射鏡２０ａよりも観察方向変更部２０の先端
側に穿設されている。これにより、観察方向変更部２０内に送り込まれた空気は乱流を発
生させることなく観察方向変更部２０内から放出されるので、空気を連続的に供給して反
射鏡２０ａを連続的に回転させることができる。
【００４８】
　なお、図１では対物レンズ１１ａの下方に給気管路１１ｂを設け、放出口２１を観察方
向変更部２０の周面に穿設したものを例示したが、放出口２１を観察方向変更部２０の周
面に穿設する代わりに対物レンズ１１ａの上方に給気管路１１ｂと同様に設けた不図示の
吸気管路を設けて、観察方向変更部２０を回転させた空気が吸気管路を通して吸気される
ようにしても良い。
【００４９】
　以上のように構成された内視鏡１は、光ファイバーにより伝送された画像を拡大した状
態で直接に目視可能な観察レンズで観察しても良いが、表示装置１００に接続することに
より、体内の様子を静止画や動画として観察することができる。この場合、反射鏡２０ａ
を両面鏡とし、且つ両面は、それぞれ異なる形状の鏡面とするのではなく、同一形状の鏡
面とすると良い。
【００５０】
　表示装置１００は、内視鏡１から取り込んだ画像を記憶するための記憶部１１０と、画
像を表示するモニターである表示部１２０と、記憶部１１０に記憶した画像データを静止
画または動画として表示部１２０に再生表示処理する画像処理部１３０とを少なくとも有
している。記憶部１１０は、実際にはコンピュータのＲＡＭやハードディスク等の記憶装
置であり、画像処理部１３０は、ＣＰＵを有するものである。
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【００５１】
　記憶部１１０には、内視鏡１の反射鏡２０ａを連続回転させながら前方観察および後方
観察によって連続して取り込んだ画像が記憶される。画像処理部１３０は、連続して取り
込んだ画像に基づいて前方観察による動画および後方観察による動画を同時に表示部１２
０に再生させる。言うまでもなく、動画ではなく静止画として再生させることもできる。
【００５２】
　なお、前方観察による画像の取り込みに同期して前方観察用光源１１ｃの光度を上げ、
後方観察による画像の取り込みに同期して後方観察用光源３０ｃの光度を上げるようにし
て前方観察および後方観察をより明瞭にすることができる。ここで、同期は、例えば反射
鏡の角度を検出するための不図示の角度センサを設けておけばよい。
【００５３】
　後方観察用光源３０ｃは、ケーブル部３０の外周に、複数のチップＬＥＤを全周方向に
並べて配置して構成される。なお、後方観察用光源３０ｃや前方観察用光源１１ｃに対す
る給電は、ケーブル部３０の内側に収まる小型電池を付設したり、あるいは電線を光ファ
イバーに混じらせて延して接続するようにしたりしても良い。また、光ファイバーの後端
部側から光を入射させて先端部から光を照射するようにしてもよい。図１に示して説明し
てきた前方観察用光源１１ｃは、このように光を照射する光源用光ファイバーｆの先端部
としている。
【００５４】
　本実施の形態に係る反射鏡２０ａは、前方観察用光源１１ｃの前方にあるので、反射鏡
２０ａを連続回転させると前方観察用光源１１ｃから観察対象に向けて照射される光が反
射鏡２０ａの姿勢によって減じることになる。また、反射鏡２０ａの姿勢によっては、反
射鏡２０ａによって後方に反射された照射光が後方観察の対象に届いて、後方観察の対象
への照射光が増加することになる。このため、反射鏡２０ａを連続回転させているときは
、観察対象の明るさが変動することになる。この変動を相殺するために、反射鏡２０ａの
回転によって影響を受ける観察対象の明るさを予め計測しておき、その計測値を考慮に入
れて算出した最適な明るさ（所定の明るさ）となるように観察対象の明るさを調整する。
【００５５】
　ここで、観察対象の明るさの調整とは、幾つかの形態が考えられるが、１つの形態は、
前方観察用光源１１ｃからの照射される光を光量の制御を行う不図示の制御部が前記計測
値を加味して算出した所定の明るさとなるように照射光の光量を調整することである。前
方観察用光源１１ｃから光を照射するための構成は、周知の技術であるので、その構成に
含まれる前記制御部とともに図示を省略してある。
【００５６】
　また、観察対象の明るさの調整の他の形態としては、表示装置１００の画像処理部にお
いて前記計測値を加味して所定の明るさを算出するものであり、画像処理部１３０が表示
部１２０に表示させる観察対象の明るさを所定の明るさとなるようにしてもよい。
【００５７】
　次に、本実施の形態に係る内視鏡１および内視鏡装置Ａの作用を説明する。　
　図１に示すように、内視鏡１は、体内に挿入する細長い挿入部１０のシャフト本体１１
の先端側に透明材質により形成された観察方向変更部２０を備えて成り、対物レンズ１１
ａによって透明な観察方向変更部２０を通じて体内を観察することができる。対物レンズ
１１ａで捉えられた画像は、ケーブル部３０を介して体外に伝送され、ケーブル部３０に
接続され表示装置１００の表示部１２０に再生表示された画像を通じて観察することがで
きる（図２参照）。また、ケーブル部３０を表示装置１００に接続する代わりにその基端
に観察レンズを設けたものでは、観察レンズを通じて観察することができる。
【００５８】
　前方観察をするときには、観察方向変更部２０の反射鏡２０ａの姿勢を図３に示したよ
うにする。すなわち、鏡面の中心点から垂直に延びる方向がシャフト本体１１の軸方向と
直交する方向を向くようにする。観察方向変更部２０の姿勢を変えるには、給気管路１１
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ｂから空気を反射鏡２０ａに吹き付けて反射鏡２０ａの姿勢を変えればよい。これにより
、反射鏡２０ａの厚さの分は視野が遮られるが、対物レンズ１１ａを通して十分に前方観
察をすることができる。このとき、前方観察用光源１１ｃを点灯させたり、光度を上げた
りすることにより、より明瞭に前方観察をすることができる。なお、観察方向変更部２０
を図３に示す姿勢まで回転させた空気は、放出口２１から観察方向変更部２０の外へ放出
される。
【００５９】
　図３に示した姿勢にある観察方向変更部２０を回転させて後方観察をするときは、再び
給気管路１１ｂから反射鏡２０ａに空気を吹き付けて図４に示した後方観察基準姿勢にな
るように観察方向変更部２０の姿勢を変えればよい。後方観察は、後方観察基準姿勢にあ
る観察方向変更部２０を介して行われる。
【００６０】
　観察方向変更部２０は、図３に示した姿勢と図４に示した姿勢との間で任意の中間姿勢
にすることができる。中間姿勢では、観察方向変更部２０を介して上下左右などの側方を
観察することができる。
【００６１】
　表示装置１００によって前方観察と後方観察との動画を同時に表示部１２０に表示する
ときは、観察方向変更部２０内に空気を連続的に送ることによって反射鏡２０ａを連続的
に回転させながら前方観察時および後方観察時に対物レンズ１１ａによって捉えた画像が
記憶部１１０に記憶される。
【００６２】
　一方、画像処理部１３０では、反射鏡２０ａを連続回転させながら前方観察および後方
観察によって連続して取り込んだ画像に基づいて、前方観察による動画および後方観察に
よる動画を同時に表示部１２０に再生する。すなわち、表示部１２０の画面を２つあるい
は２以上の表示領域に分割して一つの表示領域に前方観察による動画を表示し、別の表示
領域に後方観察による動画を表示する。これにより、前方および後方を同時に観察するこ
とができるので、正確かつ確実な施術を安全かつ容易に行うことができる。
【００６３】
　なお、表示部１２０の画面を分割せずに、前方観察による動画のみを表示したり、ある
いは後方観察による動画のみを表示したりすることができる。また、記憶部１１０に記憶
した画像データに基づいて、前方観察と後方観察それぞれの静止画を表示部１２０に同時
表示したり、前方観察の静止画のみを表示部１２０に表示したり、後方観察の静止画のみ
を表示部１２０に表示したりすることもできる。
【００６４】
　また、前方観察用光源１１ｃおよび後方観察用光源３０ｃは、前方観察による画像の取
り込みに同期して前方観察用光源１１ｃの光度を上げ、後方観察による画像の取り込みに
同期して後方観察用光源３０ｃの光度を上げるようにすることができる。これにより、表
示装置１００に表示させる画像を明るくして明瞭にすることができるので、施術をより正
確かつより安全に行うことができる。
【００６５】
　以上、本発明の実施の形態を図面によって説明してきたが、具体的な構成は前述した実
施の形態に限られるものではなく、本発明の要旨を逸脱しない範囲における変更や追加が
あっても本発明に含まれる。例えば前記実施の形態では、内視鏡１を医療用のものとして
説明したが、本発明はこのような医療用の内視鏡に限られるものではなく、配管や各種機
械等の内部検査に適用しても良い。
【００６６】
　また、光ファイバーの束で画像を投影するファイバースコープのみならず、凸レンズ、
ロッドレンズ、グリンレンズなどを用いたリレーレンズや、小型の電子撮像素子（ＣＣＤ
）やＣＭＯＳ等の電子撮像素子をスコープ先端側に配置した電子スコープとして構成して
も良い。
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【００６７】
　また、反射鏡回転手段として、給気管路１１ｂから観察方向変更部２０内に送り込んだ
空気を当てて反射鏡２０ａを回転させるのではなく、反射鏡シャフト本体１１の軸方向に
沿って挿通管路を延設し、この挿通管路に往復動可能に挿通した棒状部材によって反射鏡
２０ａを押すようにしたものであっても良い。挿通路および棒状部材は１つ配設するだけ
でも良いが、挿通路および棒状部材は、例えば反射鏡２０ａの１本の直径が円周と交差す
る２つの部分の近傍を別々に押すことができるように２つ配置しておくと使い勝手が向上
する。なお、棒状部材は、挿通路を挿通させたワイヤーの先端に取り付けたものであって
もよい。また、ばね等の付勢手段とストッパーとによって反射鏡２０ａを後方観察基準姿
勢に付勢しておき、前方観察を行うときに付勢手段の不勢力に抗するように棒状部材で反
射鏡２０ａを押して回転させるようにしておくことにより、棒状部材を１つで済ませるこ
ともできる。
【００６８】
　また、別の反射鏡回転手段として、反射鏡シャフト本体１１の軸方向に沿って挿通管路
を延設し、この挿通管路に柔軟な反射鏡操作ワイヤーを挿通し、該反射鏡操作ワイヤーの
先端を反射鏡２０ａの周縁部または反射鏡２０ａが取り付けられている回転軸２０ｂに接
着する等して取り付けて、該反射鏡操作ワイヤーを引くようにしたものであっても良い。
反射鏡操作ワイヤーを回転軸２０ｂに取り付ける場合は、回転軸２０ｂから回転軸２０ｂ
の延びる方向に交差する方向に突設したフック、リングまたはその他の取付部を設けてお
き、該取付部に取り付けるようにすればよい。この場合も、反射鏡操作ワイヤーを挿通す
る挿通路は、１本でよいが、例えば反射鏡２０ａの１本の直径が円周と交差する２つの部
分の近傍を別々に引くことができるように２本配置しておくと使い勝手が向上する。
【００６９】
　一方の反射鏡操作ワイヤーについては、例えば観察方向変更部内に小型のプーリ、ピン
、リング等の方向変更部材を設けておき、反射鏡操作ワイヤーの先端側を挿通路から出た
後に観察方向変更部の内壁に沿って反射鏡２０ａのある前方に誘導し、前記方向変更部材
に掛けて方向を変え、後方観察基準姿勢にある反射鏡２０ａの周縁部に取り付けるように
する。もう一方のワイヤーについては、例えば、小さなリングのような方向変更部材を観
察方向変更部の軸方向に沿って反射鏡の中心を通る直線上に位置するように設け、反射鏡
操作ワイヤーの先端側を挿通路から出た後に方向変更部材のリングを通るように誘導し、
リングで方向を変え、後方観察基準姿勢にある反射鏡２０ａの周縁部に取り付けるように
する。
【００７０】
　なお、反射鏡操作ワイヤーを反射鏡回転手段とする場合も、ばね等の付勢手段とストッ
パーとによって反射鏡２０ａを後方観察基準姿勢（またはこれとは姿勢が９０度異なる前
方観察をするときの姿勢）となるように付勢しておき、前方観察（または後方観察）を行
うときに付勢手段の不勢力に抗するように反射鏡操作ワイヤーを引いて反射鏡２０ａを回
転させるようにしておくことにより、反射鏡操作ワイヤーを１本で済ませることもできる
。
【００７１】
　なお、２本の反射鏡操作ワイヤーのうち、一方を反射鏡操作ワイヤーではなく、前記の
棒状部材としても良い。
【００７２】
　また、反射鏡２０ａ側の回転軸の近傍と該回転軸の軸受側の近傍とに、回転する反射鏡
２０ａが所定の角度ごとに軽微な抵抗を受ける、例えば突起のような抵抗手段を設けてお
いてもよい。これにより、反射鏡２０ａを連続回転させずに任意の角度だけ回転させてそ
の姿勢を維持させることが容易になる。
【００７３】
　また、抵抗手段を反射鏡２０ａの周縁の軌道上に出没可能なストッパーとすることによ
り、反射鏡２０ａ連続回転させたくないときは、そのストッパーを突出させて反射鏡２０
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【産業上の利用可能性】
【００７４】
　本発明に係る内視鏡は、医療分野に限らず、工業用内視鏡等広く利用することができる
。
【符号の説明】
【００７５】
　Ａ…内視鏡装置
　ｆ…光源用光ファイバー
　１…内視鏡
　１０…挿入部
　１１…シャフト本体
　１１ａ…対物レンズ
　１１ｂ…給気管路
　１１ｃ…前方観察用光源
　２０…観察方向変更部
　２０ａ…反射鏡
　２１…放出口
　３０…ケーブル部
　３０ｃ…後方観察用光源
　１００…表示装置
　１１０…記憶部
　１２０…表示部
　１３０…画像処理部

【図１】 【図２】
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